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「
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
で
は
、

全
て
の
段
階
の
学
校
や
成
人
教
育
の

自
僚
に
男
女
平
等
の
事
巷
か
か
げ

男
女
共
学
・
家
庭
科
の
必
修
の
実

現
、
男
女
平
等
泰
子
'
す
め
る
観
点
か

ら
の
教
喧
行
財
政
の
見
直
し
を
あ
げ

て
い
る
。
「
労
働
」
で
は
、
実
効
性
の
あ
る

男
女
雇
用
平
等
法
制
の
確
立
、
中
小

零
細
φ
奨
の
労
働
条
件
の
改
替
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
平
等
な
労
働

梅
の
確
侭

I
L
O条
約
の
早
期
批

准
と
関
係
圏
内
法
の
改
正
な
ど
を
目

僚
と
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
出
稼
ぎ
女
性
の
生
活
と
安
全

の
た
め
の
援
助
体
制
を
確
立
す
る
と

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

「
平
和
・
国
際
協
力
」
で
は
、
開

「
家
族
・
福
祉
」
で
は
、
個
の
確
持
念
上
国
に
対
す
る
、
戦
争
と
歴
史

立
と
人
間
尊
重
を
寒
一
礎
と
し
た
家
庭
へ
の
反
省
を
こ
め
、
政
府
の
開
発
協

を
創
造
す
る
と
と
a

-

レ
、
女
性
の
社
力
が
真
に
人
類
の
福
祉
と
平
和
の
た

会
的
機
能
む
総
合
的
な
母
性
め
に
右
効
に
生
か
さ
れ
る
と
と
を
要

保
噂
「
一
春
追
放
の
た
め
望
、
運
動
し
て
い
く
と
と
が
主
眼
と

，

i
‘
保
護
・
J

港
改
正
な
ど
、
あ
ろ
な
っ
て
お
り
、
世
界
の
全
面
的
な
軍

ゆ
る
方
策
を
強
化
し
、
住
を
人
橋
と
縮
、
非
核
三
原
則
の
厳
守
、
反
ア
パ

し
て
確
立
す
る
と
と
と
し
て
い
る
。
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
の
支
持
、

O
D
A

特
に
、
妊
娠
・
出
産
に
係
わ
る
医
な
ど
に
つ
い
て
が
、
具
体
的
目
標
と

療
を
健
康
保
険
の
対
象
に
す
る
運
動
し
て
あ
ロ
ロ
れ
て
い
る
。

に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
。
同
連
絡
会
で
は
、
同
行
動
計
画
を

ま
た
、
高
齢
女
性
の
人
権
を
尊
重
関
係
機
関
等
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
乙

し
、
自
立
を
可
能
に
す
る
施
策
の
充
れ
か
ら
の
女
性
の
運
動
の
連
帯
へ
と

実
、
在
宅
介
護
者
へ
の
援
助
、
来
日
結
び
つ
け
て
い
く
考
え
だ
。

十
二
月
十
日
、
東
京
・
四
ツ
谷
の

主
婦
会
館
で
、
「
ア
ジ
ア
人
権
基
金
」

(
財
団
法
人
。
股
立
単
備
委
員
会
売

足
の
飽
者
会
見
が
、
間
基
金
設
立
畑
中

備
委
員
代
表
の
土
井
た
か
子
(
衆
議

院
岨
暗
号
、
岡
町
代
表
委
員
の
西
川

潤
(
早
稲
田
大
学
教
授
)
、
同
事
務

局
担
当
監
事
の
本
岡
昭
次
(
衆
機
院

織
里
氏
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

「
ア
ジ
ア
人
権
寒
一
金
」
段
立
目
的

は
M
H

ア
ジ
ア
の
人
権
状
況
の
改
畿
と

グ
女
性
運
動
の
指
針
4

ヘ

と
の
集
会
は
、
人
と
し
て
の
自
由
の
み
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら

・
平
等
・
平
和
を
求
め
よ
う
と
い
の
行
動
計
画
を
策
定
レ
、
そ
の
責
任

ぅ
、
女
性
た
ち
の
集
会
で
べ
乙
の
席
に
お
い
て
、
解
決
へ
の
道
を
拓
こ
う

よ
、
女
性
の
差
別
を
な
く
す
た
岳
西
と
い
う
も
の
で
、
「
政
策
決
定
参
加
」

暦
ニ
只
己
年
に
む
け
て
の
民
間
行
「
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
「
労
働
」

動
計
直
を
発
表
。
こ
れ
か
ら
の
女
「
家
族
・
福
祉
」
「
平
和
・
国
際
協

性
運
動
の
指
針
と
し
、
埜
冨
一
般
、
力
」
の
五
領
域
に
、
重
点
目
標
二
十

地
域
差
号
車
の
根
グ
ル
ー
プ
等
に
六
、
具
体
的
自
棟
百
一
干
二
、
私
た

も
広
く
知
ち
せ
、
将
来
へ
の
展
望
に
ち
の
と
り
く
み
四
十
項
目
が
あ
ロ
ロ

し
ょ
っ
と
い
う
も
の
だ
。
れ
て
い
る
。

乙
の
日
の
集
会
に
は
、
約
二
百
名
「
政
策
決
定
参
加
」
で
は
、
日
本

が
参
加
、
民
喧
行
動
針
薗
の
発
表
に
の
政
治
、
経
済
、
外
交
、
教
育
等
を

加
え
、
「
女
性
と
人
梅
務
}
テ
l
マ
に
、
決
定
す
る
政
府
審
議
機
関
に
、
女
性

学
習
院
大
学
教
授
で
、
国
連
差
別
防
の
意
見
が
殆
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い

止
少
数
者
保
鍵
小
委
員
会
委
員
の
波
乙
と
か
ち
、
審
機
会
、
行
政
委
員
会

多
野
里
望
さ
ん
が
講
演
。
ま
た
、
ど
に
少
く
と
霊
盃
の
女
性
蚕
員
を
、

の
き
に
民
間
{
面
計
画
毒
し
進

N
G
O
の
果
た
す
役
創
を
露
視
し

め
る
か
に
つ
い
て
、
活
発
な
射
殺
が
て
、
そ
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
、

行
わ
れ
、
「
平
等
・
開
発
・
平
和
を
女
性
が
全
面
参
加
が
で
き
る
よ
う
、

め
ざ
し
、
私
た
ち
の
民
間
行
動
計
画
保
育
所
、
老
人
介
護
な
ど
の
社
会
的

を
推
進
す
る
決
機
」
「
リ
ク
ル
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
鉱
充
箆
備
、
政
党
内
の

疑
惑
の
真
相
徹
底
解
明
に
関
す
る
特
要
職
に
女
性
を
登
用
す
る
乙
と
な
ど

別
決
機
」
が
採
択
さ
れ
た
。
を
求
め
る
一
方
、
生
活
に
身
近
な
町

今
回
発
表
さ
れ
た
、
民
間
行
動
計
内
会
、
学
校
P
T
A、
自
治
会
、
老

画
は
、
国
際
婦
人
年
以
来
、
さ
ま
ざ
人
会
の
長
に
女
性
を
推
せ
ん
し
、
女

ま
な
活
動
を
し
て
き
だ
間
連
絡
会
住
み
ず
か
ら
積
極
的
に
努
力
す
る
と

が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
結
果
、
女
と
や
、
若
い
世
代
へ
、
婦
人
運
動
を

性
問
題
は
人
徳
問
題
の
考
え
方
か
継
承
し
て
い
く
と
と
を
取
り
組
み
と

ち
、
政
府
や
自
治
体
の
行
動
計
画
に
し
て
あ
げ
て
い
る
。

アジア人権基金設立ヘ
広い分野からの参加を期待

発
展
の
た
め
に
寄
与
す
予
乙
と
で
、

そ
の
た
め
に
、
次
の
様
な
事
業
を
予

定
し
て
い
る
。

①
助
成
車
業
・
・
・
ア
ジ
ア
に
お
け
る

平
和
、
自
由
、
平
等
、
人
間
的
発
展

の
た
め
に
活
動
す
る
ア
ジ
ア
鰭
国
と

日
本
の
N
G
Oに
対
し
て
資
金
助
成

を
行
う
。
②
調
査
研
究
活
動
・
・
・
ア
ジ
ア
の
人

梅
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
を

行
い
、
そ
の
改
僧
策
に
つ
い
て
の
研 右から西川さん、土井さん、本岡さん

究
・
提
言
霊
行
う
。

③
会
館
建
般
お
よ
び
運
営
:
情
報

セ
ン
タ
ー
、
集
会
所
、
留
学
生
寮
、

相
談
所
、
ゲ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
な
ど
の

多
目
的
機
能
ミ
ア
ジ
ア
人
望
語
」

(
仮
称
)
を
股
立
し
、
運
営
す
る
。

か
つ
て
日
本
は
ア
ジ
ア
諸
国
を

侵
略
し
、
い
ま
ま
た
経
済
の
侵
略
を

行
っ
て
い
る
。

「
い
ま
と
そ
ア
ジ
ア
の
人
逮
と

の
信
頼
関
係
薪
停
っ
て
い
か
ね
ば
」

と
い
う
土
井
さ
ん
、
「
社
会
党
と
し

て
も
ア
ジ
ア
の
人
徳
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
間
基
金
は
党
と
は
関
係
な

い
。
超
党
派
で
、
市
民
が
中
心
の
運

動
で
す
。
女
性
や
子
供
、
老
人
な
ど

弱
者
の
人
繍
に
力
を
入
れ
た
い
」
。

西
川
さ
ん
は
、
「
外
国
に
は
N
G

O
の
活
動
を
助
成
す
る
財
団
が
あ
る

が
、
日
本
に
は
な
い
の
で
N
G
Oを

助
成
し
て
く
れ
る
財
団
が
、
日
本
に

も
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
」
「
日
本

の
伶
策
が
進
出
す
る
こ
と
で
、
ア
ジ

ア
の
国
々
は
近
代
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
命
築
は
利
潤
が
先
行
さ
せ
る
。

ぞ
と
に
歪
み
が
出
て
い
る
。
ア
ジ
ア

人
権
基
金
が
、
そ
う
い
う
歪
み
を
正

す
役
割
が
で
き
た
ろ
・
:
:
〉
」
い
う
。

天皇と戦争と女を語る
交戦争への道を許さない女たちの会食

L 、ま昭和を問う12・8集会

時
襲
章
手
}
義
務
づ
け
ろ
れ
、
歌
舞
音

曲
一
さ
い
停
品
凡
っ
た
。
喪
が
明
け

て
か
ら
の
一
年
間
は
、
新
天
皇
即
位

の
行
事
が
つ
づ
き
、
今
度
は
お
祝
い

が
強
制
さ
れ
た
が
、
こ
の
期
間
中
に
、

治
安
維
持
法
に
よ
る
共
産
党
の
弾
圧

会一

・
一
五
)
が
行
わ
れ
、
国
民
は

も
の
が
い
え
な
く
な
り
、
や
が
て
十

五
年
戦
争
へ
と
突
入
し
て
行
く
。

い
ま
も
よ
く
似
て
い
る
。
国
家
秘

密
法
、
拘
禁
ニ
法
が
噂
備
さ
れ
、
大

ま
た
、
本
岡
さ
ん
は

「日
本
は
人

権
後
進
国
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
日
本
の
国
で
は
な
く
、
国
民
の

人
指
意
織
の
あ
り
ょ
う
が
小
園
、
後

進
国
的
だ
か
ら
だ
と
思
っ
。
助
成
や

連
帯
と
同
時
に
、
日
本
人
の
人
権
意

織
に
麿
き
を
か
け
ね
ば
」

同
期
基
鮫
立
の
た
め
の
募
金
目
標

は
、
五
億
司
一
九
八
九
年
秋
股
立

を
予
定
し
て
お
り
、
協
力
、
参
加
を

一
般
に
広
く
呼
び
か
け
て
い
く
。

発
起
人
に
は
、
伊
藤
和
夫
さ
ん
(
自

白
人
梅
豊
富
代
表
理
事
)
、
田
辺
聖

子
さ
ん
(
空
家
)
、
第
清
こ
さ
ん
〈
西

武
セ
ゾ
ン
・
グ
ル
ー
プ
会
長
)
、
鶴

見
和
子
さ
ん
(
上
智
大
学
教
授
)
、

松
前
重
議
さ
ん
(
東
海
大
学
総
長
)

な
と
す
七
名
(
十
二
月
十
日
現
在
)

で
、
こ
ち
ら
も
広
い
分
野
に
呼
び
か

け
て
い
く
と
い
う
。

乙
の
後
土
井
さ
ん
は
、
「
世
界
人

権
宣
言
・
性
差
別
を
な
く
す
人
権
集

会
」
に
出
席
し
、
間
基
奈
の
P
Rと

人
織
の
大
切
さ
を
懸
え
た
。

ア
ジ
ア
人
橋
基
金
般
サ
率
備
室
H

一T
川
東
京
都
立
文
京
区
白
山

llお

l
m
m
l
?
n
T

g
m
-
8
1
3
・

n
u
n
H
Kヨ
u
n
u

，J 

日
本
は
本
当
に
H
a
p
か
H
本
固
有
砂
の
か
っ
・
総
/
-

低
賃
盆
に
あ
え
ぐ
民
両
手
家
庭
の
現
実
右
、

J
川
引
用

穿

郵

宮

の
H

子
殺
レ
μ
の

信

事

件

レ

d
釦
女

札

幌

の

母

親
H

餓
死
H
事

件

の

現

場

乏

た

ず

ね

、

の

σ・・
回
る

実
館
事
也
さ
ぐ
る
著
者
津
島
勿
の
ん
ボ
ル
タ

l
ジ
ユ
/
H
O
Z
小
ラ
e
F
ど

制
謝
州
劃
叩
釧
剣
淵
嫡
刷
費
利
川

士
一
月
八
日
、
四
十
七
年
前
の
こ
の
目
、
英
米
に
対
し
て
義
歪
ロ
を
し
た
目
。
乙
の
日
に
木
戦
の
留
い
を
消
費
税
な
ど
、
も
ろ
も
ろ
の
問
題
を

訴
え
、
援
が
そ
の
ま
ま
赤
紙
(
召
集

た
で
よ
A
メ
汽
毎
年
、
戦
争
・
平
和
を
考
え
る
催
し
が
行
わ
れ
る
が
、
乙
と
し
は
天
皇
病
状
報
道
の
た
め
か
、

令
状
)
と
な
っ
た
チ
ラ
シ
薪
蓑
い
て

と
り
わ
け
催
し
が
多
か
っ
た
。
ど
の
会
場
も
満
員
が
多
く
、
関
心
の
高
ま
り
和
物
語
っ
て
い
た
。

豊
富
へ
の
参
加
を
叫
貯
え
た
。

東
京
母
親
大
会
連
豊
富
、
日
本
母
親
集
会
」
を
開
い
た
が
よ
」
れ
に
先
六
時
半
か
ち
の
集
会
で
は
、
畑
回

、

.

親
大
会
連
絡
会
は
、
午
後
六
時
半
か
立
ち
、
午
前
十
一
時
半
か
ら
一
時
ま
重
夫
氏
の
購
演
「
ふ
た
た
び
演
は
流

l

J
・

』

宝

、

色
、
東
京
都
動
労
福
祉
会
館
で
「
践
で
日
本
橋
東
急
前
で
、
二
時
か
ら
有
さ
な
い
l
憲
法
と
天
皇
制
」
な
ど
が
だ
が
、
現
天
皇
は
一
九
一
一

一
年
(
大

、ハ1
Z

7

9

器
は

い

ら

な

い

核

も

い

ち

な

い

楽

町

マ

リ

オ

ン

前

で

、

遺

伝

行

動

を

あ

っ

た

。

正

問

き

か

ら

摂

政
γ

と
な
り
、
突
に

な
集

iギ
船
場
開
胃

E
E即
いlト、
0

0

0

六
十
七
年
に
わ
た
っ
て
手
で

t
ヌ

ヨ
1
嗣
幽
掴
|
}掴「
ー

-------F踊
と
の
目
、
さ
ま
ざ
ま
行
わ
れ
た
平
あ
っ
た
。
霊
↓
神
聖
に
し
て
慢
す

'
H
H

TW
j翁
園

開

閉

r

目

・

閉

園

・

・

・

圃

闘

和
集
会
か
ち
、
戦
争
へ
の
要
許
さ
べ
か
ら
ざ
る
元
首
↓
象
徴
と
か
わ

・
3
剖制

W

3

1

画一
F
闘
白
・
圏
鷹
田
昌

a・圃

国
l
r
d

卓
措
1

e
J

--

A
弘

一

十
J

v

i

i

一m・
調

醐

哨・
4

J
悶
圃
・
聞
な
い
女
た
ち
の
会
キ
ヰ
催
の
「
天
皇
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キ
リ
ス
ト
が
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
も
く
る
と
も
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ス
ク
に
、
キ
リ
ス
息
子
が
帰
っ
て
と
な
い
わ
け
は
、
フ
ラ
ン
コ
の
獄
ン
ス
か
ら
の
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と
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冬
が
長
く
寒
く
暗
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
出
た
考
え
だ
ト
の
誕
生
委
っ
先
に
知
ち
せ
に
駆
け
つ
け
て
き
た
に
い
る
か
ち
な
の
か
、
忘
を
し
て
い
る
か
ら
な
の
活
動
家
辺
嘉
空
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け
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ク
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う
気
が
し
ま
す
。

の

が
、
ォ
レ
ン
チ
エ
ロ
で
す
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震
な
楽
し
い
敵
で
か
、
長
い
圧
政
に
苦
し
ん
だ
パ
ス
ク
の
一
つ
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引
き
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す
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が
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サ
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ア
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っ
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っ
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一
九
四
八
年
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
公
布
さ
れ
、
こ
と
し
、
四
十
周
年
を
迎
え
た
。
国
際
人
権
デ
l
の
十
目
、
東
京
・
四
谷
の
主
婦
会
館
ホ
ー

ル
で
は
、
「
世
界
人
権
宣
言
四
十
周
年
・
性
差
別
を
な
く
す
人
権
空
耳
」

(
土
産
・
国
際
婦
人
年
日
本
大
会
の
決
鰻
を
実
現
す
る
た
め
の
連
賢
官
H
略

称
H
国
際
婦
人
年
連
賢
官
)
が
開
か
れ
た
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も
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し
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ま
っ
て
き

日
開
一

た
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し
き
年
の
始
ま

一
手
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一
り
を
旬
日
に
ひ
か
え
た
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'u、一
い
ま
、
腕
者
に

一
つ
の
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を
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た
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っ
さ
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元
号
を
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っ
か
わ
ず
、
西
歴
一
本

で
行
乙
う
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
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な
も
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の
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が
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、
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本
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し
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と
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場
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づ
け
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い
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の
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皇
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い
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そ
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り
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は
つ
づ
い
て
い
る
の
に
、

ζ
そ
、
国
民
の
総
意
を
問
う
場
を
つ
変
危
険
な
状
態
が
来
て
い
る
。
天
皇
二
つ
の
時
代
が
終
わ
る
か
の
よ
つ
に

く
る
好
機
で
す
。
共
和
制
へ
の
努
力
の
元
首
化
に
反
対
し
憲
法
を
守
る
遷
一
見
え
る
お
か
し
さ
。
『
昭
和
』
と
い

を
す
る
と
き
で
す
」
と
熱
を
乙
め
て
動
が
す
べ
き
だ
が
、
同
時
に
、
象
徴
一
う
時
代
は
、
は
じ
め
の
二
十
年
と
、

訴
え
た
。

天
皇
制
と
い
う
も
の
自
体
を
問
い
直
一
あ
と
の
四
十
数
年
と
、
全
く
ち
が
う

つ
い
で
、
中
島
通
子
さ
ん
は
弁
獲
す
べ
き
で
は
な
い
だ
る
っ
か
。
一
政
治
体
制
、
価
値
観
で
あ
る
に
も
か

士
の
立
場
か
ら
「
憲
法
と
天
皇
制
」
。

旧
憲
法
で
は
天
皇
は
統
治
者
で
あ
一
か
わ
A
手uJ
、
一
つ
の
名
に
よ
っ
て
く

中
島
さ
ん
は
、
過
剰
報
道
が
い
わ
り
、
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
一
く
ら
れ
て
い
る
不
思
機
さ
。

れ
て
い
る
が
ま
だ
と
れ
は
序
の
口
と
も
の
だ
っ
た
。
新
憲
法
で
、
天
皇
は
一
会
合
食
元
号
が
根
強
く
残
っ
て
い

い
う
。
い
ま
の
新
聞
は
大
正
天
皇
の
象
徴
、
主
権
在
民
で
あ
り
、
国
車
に
一
る
の
は
、
一
つ
に
は
H
馴
れ
a
と
い

病
状
想
化
の
と
き
と
同
じ
。
大
正
天
関
す
る
行
為
は
す
べ
て
形
式
的
な
と
一
う
と
と
も
あ
る
つ
。
本
紙
も
四
年
前

皇
の
死
の
後
、
服
喪
期
間
一
年
と
い
と
で
決
定
権
は
な
い
。に
も
拘
A
話
"
、
一
か
ち
西
歴
を
つ
か
っ
て
い
る
が
、
そ

う
乙
と
で
、
国
民
も
五
十
日
間
外
出
戦
後
、
一
貫
し
て
元
首
化
の
動
き
が
一
れ
ま
で
は
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
な
し

あ
っ
た
。
憲
法
解
釈
の
鉱
大
で
国
事
一
に
元
号
を
つ
か
っ
て
い
た
し
、
っ
か

行
為
の
肥
大
が
あ
り
、
対
外
的
に
は
一
い
な
れ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
と
い

元
首
と
み
ろ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
天
皇
一
う
と
と
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
西
歴

批
判
は
依
然
タ
ブ
ー
で
あ
る
。

一

は
よ
く
わ
か
ち
な
い
と
、
若
い
人
で

統
治
団
憎
は
な
く
な
り
象
徴
と
し
て
一
も
抵
抗
を
示
す
人
も
い
る
。が、
使
つ

の
機
能
が
残
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
憲
一
て
い
れ
ば
そ
の
方
が
使
い
や
す
く
な

味
を
聞
い
直
す
必
要
が
あ
る
。
象
徴
一
る
乙
と
も
あ
る
。
私
の
若
い
こ
ろ
、

天
皇
嗣
と
は
H
政
策
の
先
頭
に
立
つ
一
年
齢
は
H
満
H

で
は
な
く
て
H

数
え
H

天
皇
で
な
く
、
象
徴
と
し
て
の
天
皇
一
で
い
っ
て
い
た
し
、
度
量
衡
左
毒

の
も
と
に
国
民
が
集
ま
り
結
合
す
る
一
首
な
が
ろ
の
も
の
だ
っ
た
。
何
百
年

乙
と
H

で
あ
る
。
が
絶
対
天
皇
制
で
一
も
使
い
な
れ
た
こ
う
し
た
単
位
が
、

も
天
皇
添
い
ち
い
ち
政
策
を
つ
く
る
一
簡
単
に
切
り
か
え
ら
れ
る
と
は
、
当

の
で
は
な
か
っ
た
。
が
H

天
皇
の
た
一
時
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

め
u
の
一
鱈
で
絶
対
の
梅
力
が
行
使
一
ど
う
だ
'
Qっ
。
一
尺
五
寸
だ
の
四
寅

で
き
た
。
そ
の
意
味
で
絶
対
天
皇
制
一
匁
だ
の
と
い
っ
て
も
、
若
い
人
た
ち

も
ま
た
象
徴
天
皇
制
だ
っ
た
の
だ
。

一
は
そ
れ
が
ど
の
く
ろ
い
の
畏
さ
や
ら

今
ま
で
私
た
ち
は
、
真
正
面
か
ら
一
見
当
も
つ
か
な
い
だ
る
つ
。
自
分
の

天
皇
制
を
や
め
た
い
と
い
わ
な
か
っ
一
乙
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
も
そ
う
だ
。

た
。
乙
れ
は
、
家
父
長
制
そ
の
も
の
一
元
号
で
覚
え
な
じ
ん
で
い
る
こ
と

の
天
皇
に
象
徴
さ
れ
る
の
は
い
や
だ
一
は
、
西
歴
に
い
ち
い
ち
換
算
し
て
み

と
思
い
な
が
ら
、
ほ
か
の
菌
で
の
悠
一
な
い
と
す
ぐ
出
て
こ
な
い
。
と
と
ろ

法
の
す
ば
ら
し
さ
を
思
う
か
ら
だ
っ
一
が
よ
ハ
O
年
安
保
μ

だ
貯
は
、
西
歴

た
。
そ
し
て
民
主
々
緩
が
定
着
す
れ
一
で
い
い
な
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が

ば
天
皇
制
は
形
骸
化
で
き
る
と
思
っ一

昭
和
何
年
だ
っ
た
か
、
す
ぐ
出
て
来

て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
は
、
象
徴
一
な
い
。
つ
ま
り
な
れ
た
方
が
わ
か
り

天
皇
制
の
肥
大
化
に
よ
っ
て
、
平
和
一
や
す
い
の
だ
。

も
人
権
も
形
骸
化
し
て
い
る
:
:
:
。

一
合
会
合
元
号
の
メ
リ
ッ
ト
が
ほ
か

最
後
に
中
島
さ
ん
は
「
い
ま
や
る
一
に
あ
る
の
か
。
冷
静
に
考
え
れ
ば
何

ぺ
き
と
と
は
、
天
皇
の
元
首
化
に
反
一
も
な
い
。
多
く
の
人
が
あ
ま
り
意
味

対
し
、
精
神
の
総
動
員
を
拒
否
す
る
一
を
考
え
ず
、
習
慣
で
つ
か
っ
て
い
た

と
と
。
主
権
者
で
あ
る
国
民
の
意
思
一
だ
け
だ
。
あ
く
ま
で
固
執
す
る
人
は

に
よ
っ
て
天
皇
爾
は
廃
止
で
き
る
の
一
な
に
か
深
い
深
い
魂
胆
が
あ
る
と
し

だ
」
と
の
べ
た
。

か

思

え
な
い
。
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上
創
世

定
価
1
0
0
0
E
T
m

キ
リ

へ
の
道

ス

FE 
⑨
『湿
原
』{
大
仏
次
郎
賞
)

『宣
告
』(
臼
本
文
学
大
賞
)
な
ど
.
絵
多
〈
の

名
作
を
陛
に
返
り
つ
づ
け
る
著
者
の
、
洗
礼
ま
で
の
か
〈
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
ゃ
、
創
作
上
の
M

骨
密
は
、
興
味
が
つ
き
な
い
・
加
賀
フ
ァ
ン
に
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
深
い
人
間
愛
は
、
ど
な
た
に
も
感
銘
を
あ
た
え
る
。

みくに書房
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降初安書~ ./'、-te 2 (火曜日 〉

活
動
の
充
実
と
発
展
ヘ

時
間
仲
間
け
ぬ
れ
退
学
問
題
シ
ン
ボ
も

i且宇問題に大韓の人が冊むをよせた

が
分
つ
h

九。

研
究
の
結
展
、
組
曲
協
定
面
祖
き

は
な
く
自
由
晒
唱
に
、
食
品
分
析
曹

の
豆
閣
の
増
歯
車
分
析
の
見
睡
し
を
、

問
う
平
少
記
》
の
瞳
墜
を
考
え
て
」
の

代
幸
。
つ
圭
c
ん
(望
府
市
)
の
ニ

摘。
佐
揮
さ
ん
は
、
町
問
販
売
の
ナ
ベ

の
ホ
l
ム
パ
l
チ
ィ
に
参
加
し
、
ス

テ
ン
レ
ス
の
五
周
ナ
ベ
に
魅
せ
ら
れ

張
、
値
尽
の
高
室
副
遁
冗
が
不

明
な
の
が
聞
に
な
っ
て
購
入
安
晃
に

JJ44
ゐ
の
足
と
闘
で
欄
足
で

泊
め
る
。
そ
し
て

20日1988年 12

場

〉いb臥
(簡 3彊劃 更物館可)第 884号(餌 3唖郵便物認可J

日本語でやる国際交流の楽しさ
酒井晴子大阪市

南区情報ボランティアにも参加

商
昂
隼
窃
雪
用
(
=
在
住
筆
'
商
品
研
究
大
置
は
、
「
毘
闘
嗣
固

所
葺
)
に
よ
る
「
商
品
研
究
大
賞
」
剤
か
ち
見
た
昧
と
常
聾
」
の
金
丸
靖

が
虎
ま
り
、
こ
の
ほ
ど
軍
事・
地
謹

予
さ
ん
(
糟
柏
市
)
が
費
置
。

の
商
品
副
曜
研
雲
市
池
袋
ナ
ス
ト
キ

あ
る
老
人
カ
「
愚
E
の
豆
醐
嘩
ぷ

ッ
チ
ン・

コ
ア
高
の
明
委
が
行
ず
く
な
っ
た
」
語
っ
た
裏
に
、

な

R
qく
ら
し
の
相
官
韮
「
な
君
雪
」
長
闘
を
持
っ
た

の
早

商
品

、

?
ピ
ス
量
見
つ
め

金
丸
さ
ん
た
要
ル
l
ブ
は
、
豆
腐

て
、
研
語
文

筆

と
め
る
と
じ
つ
に
つ
い
て
研
究
毒
君
。

も
の
。
第
九
回
目
L
幸
宏
享
は
、
醐
園
生
晶
甫
努
表
で
は
、
豆
廓
は

二
十
一揖
ず
主
ハ十
二
曹
の
女
性
か

製
溜
桂
に
よ
っ
て
分
掴
吉
れ
て
い
る

争

τ十
三
閣
の
応
募
が
あ
り
、
テ
ー

だ
廿
で
、
軽
固
剤
に
は
ふ
れ
ら
れ
て

マ
は
、
家
庭
用
品
の
雑
貨
骨
郵
の
も

い
な
い
。
輔
副
剤
に
よ
っ
て
も
常
聾

の
が
鰻
も
多
か
っ
た
年
々
、
内
容
価
は
準
つ
は
ず
だ
と
、
十
年
間
眠
園
生
膏
涯
を
あ
げ
る
た
め
の
眠
加
物
の
ノ
パ
ク
ラ
フ
ト
と
い
う
ナ
ベ
を
見
つ

が
高
度
に
、
充
堕
し
た
も
の
位
記
り
、
剤
と
と
り
皐
旬
、
。

使
用
は
で
き
る
だ
げ
避
け
る
、
な
ど
廿
た
。
し
か
も
調
足
の
い
く
値
い
心

逼
善
が
大
変
酷
し
か
っ
た
」
と
、
「
六
O
Jグ
ラ
ム
の
大
要
恒
っ
五
つ
の
問
要
廻
国
し
て
い
る
。
地
勾
過
剰
情
朝
化
時
代
の
中
で
、

書

ほ
畠
た
っ
議
員
会
口
妻
名
て
量
産
盃
時
、
富
剤
に
よ
っ

優
霊

同

「た
か
が
ナ
ベ
。
さ
宣
伝
費
産
開
ル
l
ト
が
な
い
と
と

え
て
軍
つ
よ
っ
只

五
年、

十
年
と
て
五
円
む
T
の
畳
が
で
き
る
」
ほ
ど
れ
ど
ナ
ベ
l

|
闘
い
生
活
苦
#
あ
さ
官
泡
方
に
埋
れ
た
商
屈
が
あ
る
、
逆

墨
聞
に

じ
っ
く
担

額
閥抗
レ
h

編
醍
園
剤
は

ERJく
り
に
、
常
量
的
し
て
」
の
佐
藤
昭
子
さ
ん
(
入
聞
き
に
相
警
の
開
聞
を
利
用
し
た
問
問

文
が
多
か
っ
匂
に
重
要
な
役
酬
を
果
し
て
い
る
己
と
と
「
大
型
容
器
入
担
調
割
問
料
水
を
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ナ
ベ
一
つ

で
普
く
の
こ
と
亭
扱
え
一
色
れ
た
と
い

亘

腐

、
凝

固

剤

か

ら

見

た

味

と

栄

養

う。
代
き
ん
は
、
堅
証
噌
z

ぞ
き
た

条約の具体化推進を
国際廃娼連盟副会長来日を機に

シュ、ライバ一女史阻んで

の
だ
歪
J

か
。
自
分
で
も
わ
か
民
忘

い
」
と
木
套
瓦
は
話
す
。

し
か
し
「

一
、
二
年
主
τを

醜

い

が

開

か

れ

匂

国

障

関

霊

園

は

イ

必

要

で

あ

る

」

四

パ

=

夫

人

に

も

の

ぼ

っ

て

い

る

。

た

生

号

、

温

宇

す

受

注

直

い

っ

ギ

リ

ス

で

で

き

、

ヨ

l
ロ

λ
、

ア

「

警

は

tbへ
ら
ま
め
車

リ
ク
ル
ー
ト
疑

惑

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
教
育
現
輔
て
ホ
よ
￥
る
」
と
い
う
喜
も
踏
メ
リ
カ
へ
ひ
ろ
が
り
、
百
年
の
歴
史
に
は
菌

の
増
大
が
あ
る
。
ラ
テ
ン

糾
明
を
申
し
入
れ

か
ら
、
千
里
県
守
む
女
子
校
教
師
目

ら

れ

た

。

を

も

宍

再

貨

曹

の

問

岨

と

と

り

く

ア

メ

リ

カ

に

は

一
千

万

人

の

開

普

掃

車

の

聖
書

六
木
宏
妾
己
ん
が
報
血
『
大
木
さ
ん
「
現
場
の
先
生
が
こ
ん
な
苦
拘
し
ん
で
申
書
、
シ
ュ
ラ
イ
パ
ー
さ
ん
は
が
布
り
、
ア
ジ
ア
で
は
未
由
年
の
4
2

草
の
輿
告
は
、
十
一一
月
十
五
目
、

豪
華
士
五
百
・
早
舟
ち
の
人
帽
と
軍
人
が
と
い
う
ケ
ー
ス
事
い
。

を
見
吾
妻
百
、
い
じ
め
は
あ
い
変
の
ク
ラ
ス
で
は
、
今
年
金

一名
の
w
自

て

い

"

。

の

に

退

学

閥

檀

を

提

起

し

で

ベ

ル

ギ

ー

人

で

本

職

は

詰

+
4
0

女
F去
が
人
里
書
の
糧
牲
に
な
っ
内
閣
障
理
天
臣
、
書
両
院
暗
畳
に

散
開
セ
ン
タ
ー
の
竃
臣
相
較
が
抽
ま
帽
酷
良
重
見
る
と

「
い
じ
め
」
む
子
供
い
て
お
り
、
壁
画
に
出
な
士
恵
字
予
を
出
し
た
。

い
い
の
か
と
い
う
劃
も
す
る
か
、
本
シ
ュ
ラ
イ
パ
ー
さ
ん
は
「
一
九
四
て
い
る
。
ポ
ル
ノ
が
氾
寧
レ
、
y
k
U

対
し
，
リ
ク
ル
ー
ト
困
惑
徹
底
糾
明

っ
た
の
は
八
五
年
九
月
。
「
子

Y
E
「
豊
富
語
」
「
体
罰
」
「
管
理
教
育
」
い
所
で
、
ま
す
ま
す
瞳
湿
か
っ
富
岡
世
で
は
、
ふ
つ
星
夜
が
尚
人
白
票
や
め
た
い
と
思
っ
た
の
ほ
九
年
、
軍
事
堂
条
約
市
制
定
く
ち
い
出
車
っ
て
い
る
か
量
な
に
関
す
る
申
レ
人
れ
書
な
之
、

の
入
植
二

O
番
」
主
椋
を
牽
一
え
「
教
管
り
ト
ラ
ブ
ル
」

「男
女
空
な
い
じ
め
が
行
わ
れ
丈
い
る
」
と
述
喧
行
動
M

を
三
度
穆
」
す
と
、

一二回

仕
方
が
な
い
が
、
や
め
歩
、
な
い
の
さ
れ
九
己
れ
は
盲
目
春
、
理
署
帽
を
量
も
わ
か
ら
な
い
:
1
」
と
困
離
な
申
し
入
れ
は
、
①
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑

で
一二一
年
が
た
つ
弓
ヨ
一
周
年
の
聾
堅
な
主
霊
室
廷
が
、
中
で
も
ベ
号
。
自
に
閏
佳
か
ら
、
本
入
金
曹
に
珂
し
に
や
会

S
Eれ
た

と

こ

ろ

に

問

蝿

犯

冊

。

と

責
め
る
の
で
な
く
、
云
刊
に
状
況
乗
り
ベ
%
の
徹
底
糾
明
戸
歳
出
浄
化
の
寓
現
の

い
」
は
、
=
一年
を
一
区
切
と
し
、
己

「
い
じ
め
」
に
聞
す
る
栢
罰
処
六
ま
た
教
師
の
夜
間
」
や
「
童
謡
宇
酎
告
込
'
忽
似
れ
る
。
雪
」
が
あ
る
」
と
、
井
噂
±
の
古
川
桔
士

一

回
開
盟
理
署
刷
会
畏
で
、
連
よ
っ
て
裂
を
受
り
る
人
々
回
揮
を
七
月
に
、
塁
が
回
避
人
帽
委
圃
た
め
に
園
舎
の
聴
力
泰
愚
し
で
主
己

れ
ま
で
の
桐
酷
内
容
を
輩
、
今
世
六
四
件
(
全
悼
の
三
=一

・
五
骨
)
と
拒
否
」
に
関
す
る
相
腕
わ
咽
zZて
拘
で
本
人
や
朝
や
納
骨
す
れ
ば
、
還
さ
ん
は
闘
し
、
這
徹
回
蓄
の
陸

一
盟
の
国
連
人
壁
画
会
現
代
奴
離
追
求
す
吾
も
の
で
四
十
九
カ
国
が
署
舎
に
出
し
た
報
告
に
つ
い
て
草
カ
い
③
本
格
的
な
痩
査
を
開
抽
し
て
い

の
詣
動
霊
邑
に
究
費
・
揖
昆
吉
せ
圧
倒
的
に
多
〈
、
特
に
開
胆
当
初
は
旬
、
「
足
が
浮
く
ほ
ど
耳
を
司
っ
ば
願
い
を
蝿
国
H

臼
宇
竃
デ
と
な
る
酷
か
ら
主
一
酬
を
翠
巴
た
。
一
制
作
揖
部
会
の
翌
当
者
マ
ダ
ム
・

名
し
、
日
本
も
サ
イ
ン
し
て
い
る
。
行
わ
れ
え
掴
問
固
に
脚
U
て
日
本
号
東
京
地
検
特
痩
部
に
対
し
て
「
掴

ま
正
喜
れ
た
も
の
弓
「
い
じ
め
」
が
基
問
胆
化
し
た
時
ら
れ
た
な
ど
、
睡
し
い
悼
嗣
が
原
因
が
、
も
し
制
帽
し
な
い
場
合
は
、
聴
開
通
、
事
告
れ
て
い
る
パ
イ
一
シ
ュ
ラ
イ
パ
ー
が
曜
日
、
「
売
買
暫
し
か
し
語
力
を
持
た
な
い
の
で
、
は
霊
園
で
あ
?
と
い
わ
れ
た
の
揮
掴
持
動
」
な
毒
自
売
を
か

軍
基
喜
言
、
一
一
一年
閣
の
だ
っ
在
日
、
十
月
の
一
カ
月
間
で
、
聾
車
理
署
ケ

1
5出
塁
曜
に
か
宮
れ
て
聖
護
ク
免
肝
の
取
骨
量
軍
か
ら
の
通
報
一
躍
を
り
く
を
Z

」
安
直
で
十
告
義
務
』
す
る
に
は
、
民
間
の
だ
が
、
シ
ュ
ラ
イ
パ
ー
さ
ん
は
日
本
り
な
い
で
下
さ
い
③
宮
沢
車
の
辞

相
蹴
内
習
を
「
電
話
相
酷
に
み
る
子
で
一

二一
一一件
も
の
椙
棋
が
許
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
、
大
君
子
弁
瞳
士
市
長
の
操
置
で
処
遇
が
喜
系
、
置
で
学
校
へ
知
れ
、
聞
慎
処
分
手
長
け
て
一
月
十
四
日
、
護
金
圃
で
園
芸
人
々
の
政
府
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
の
状
況
に
は
あ
市
町
く
わ
し
く
な
い
主
引
き
立
続
法
草
の
成
立

と

き

の

声

」

に

芋

と

め

弓

た

ロ

笠

F
Uた
。

空

檀

喜

信

果

話

雪

れ

る

た

高

雲

あ

ケ

!

ス

。

一

望

。

青

そ

襲

佳

町

管

室

主

主

い

よ

う

、

ひ

ろ

く

国

5
3
E
3
蓄

露

骨

寄

せ

完

近

年

第

riz剖化
と
い
う
。

「自

の

g
i
q一
同
閣
閣
明
開
閉
閣
関
口

j
z
g瞳民
省

高

い

て

Eぃ、

3

笠
ハ
月
ま
で
に
奪
邑
れ
P直
属
相
た
「
い
じ
め
に
聞
す
る
相
醜
状
況
」
し
、
「
二
言
」
に
も
退
学

(

自

「

単

車

z
の
牛
薩
は
、
退
丸
ボ
ウ
ズ
に
し

τ著
去
J

に

と

い

一

盛

に

は

び

っ

く

Eた
庫
支
知
、
で
あ
る
。

眼
健
管
手
件
。
本
人
(
平
少
記
)

を
見
争
と
、
八
六
年
に
ニ
、
二
九
三
主
選
噌
の
勧
告
・
退
学
処
分
)
を
め
学
願
い
の
理
由
欄
に
よ
費
ト
ち
都
う
己
点
九
つ
弓
高
校
生
は
こ
れ
を
一
=
=
一
喜
一
至
三
塁
=
=
=
=
一
圭
=
一
三
=
E
=
一
三
=
-
2
三
喜
三
喜
三
一
主
主
一
三
一
三
=
=
三
三
一
三
=
三
=
=
=
=
三
三
三
塁
=
z
z
m
主
主
主
主
=
一
三
=
一
三
三
=
圭
童
三
=
=
-
童
三
一
言
=
一
三
一
三
=
三
一
=

か

R
6相
離
が
九
九
六
件
(
四
九
・

件
だ
っ
た
も
の
が
、
昨
年
に
は

一
、
ぐ
る
相
観
が
唱
え
て
い
る
と
と
か
台
、
軍
事
都
合
ρ

な
ど
戸
且
置
い
て
、
拒
吾
、
登
校
レ
な
い
車
窓
に
た
ち
ま
春
恒
固
ま
迂
た
体
闘
が
、
金
輔
に
東

一

四
骨
)
と
一
号
、

R
い
で
母
親
一
八
四
件
と
ほ
ま
し
て
い
き
宍
撃
は
喜
胆
宣
告
い
つ
の
曲
に
か
胡
か
ち
閣
へ

L
ち一
-一
カ
月
た
っ

2雪
2
2
3
5報告
さ
れ
一

f
〉
v

疋
生
つ
章
写
雪
こ

七
二
ハ
(
=
一
六
・
毒
)
、
話
一
と
か
ら
、
議
省
で
は
「
い
じ
め
そ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
弓
い
な
く
な
る
。
九
年
聞
の
教
師
生
り
な

一
・
五
W
M

入
り
(
P
E
T
ボ
ト
ル
)

の
闘
酸
蔽
料
介
巣
費
敵
特
区
含
ま
れ

る
栖
分
測
定
#
得
っ
た
と
己
ろ
(
ニ

O
産
)
、
平
均

Zδ
話
相
分

が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
確
臆
さ
れ

た。
小
学
牢
事
母
親
か
ち

7
Jケ
l
ト

を
取
っ
た
と
と
ろ
、

一
日
に

一
本
歓

む
字
供
も
い
る
と
と
か
分
三
河
晒

分
の
摂
的
過
ぎ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
誠

う
。奨
励
賞
は
、
「
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

ホ
ル
ダ
ー
の
槙
酎
と
改
曽
へ
の
提

冒
」
の
犬
揮
拍
子
さ
ん
(
叶
幌
市
)
、

「
国
か
色
姐
へ
l
l金
の
救
急
糟
」

の
塩
直
接
担
草
ん
(
川
崎
市
)
と
山

由
紀
辛
去
い
ん

9
9
用
市
)
、
「
担
曹

曹
に
お
け
る
私
の
サ
ー
ビ
ス
」
の
糟

毒
筆
先
(
大
月
市
)
、
「
電

子
ピ
ア
ノ
研
究
|
l我
家
の
ピ
ア
ノ

充
実
し
た
内
容
の

η
篇

紹介される入賞者の薗々

優
秀
賞
は
佐
藤
さん
と
代
永
さん

全国婦人新聞
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ち
し
た
り
、
中
性
脂
募
増
や
し
た
は
世
界
ご
の
村
田
要
瓦
(
神
首

り
で
、
世
し
て
い
い
己
と
で
は
な
い
。
市
)
、
「
揮
っ
た
歪
志
の
お
弁
当
の

「
肖
園
者
が
も
っ
ル
泊
分
に
間
、
い
を
拍
か
ず
」

2
符
育

ZVん
〈
相
光

持
っ
て
酷
し
い
と
同
時
に
、
メ
ー
カ
市
)
の
5

・q

ー
聞
に
も
噛
分
の
明
白
や
掴
A
f主
港
事
」
樟
員
宇
内
聾
し
て
石
丹
原

う
要
求
し
て
い
く
己
と
が
大
切
」
と
望
苧
ん
〔
東
京
大
学
鞍
授
)
は
、
「
力

代
永
さ
ん
は
い
い
、
と
れ
が
き
っ
か
作
が
多
く
、

買
表
決
め
る
己
と
は
歪

げ
と
な
っ
て
平
供
た
ち
自
身
が
槽
分

離
の
わ
さ
だ
っ
匂
わ
が
閣
は
、
世

や
栄
聖
に
つ
い
て
自
主
商
に
考
え
で
界
一
の
星
野
固
に
な
っ
て
い
る
が
、

く
れ
亭
去
J

に
な
っ
た
宇
ー
と
し
そ
の
車
に
は
脂
肪
の
摂
取
量
が
噌

踊るマダム ・シaライパー{右}

唾
金
書
な
ど
「
布
告
し
、
誌

の
情
神
軒
掃
過
噂
す
れ
ば

J
の一曹に、

国
会
蝿
闘
の
中
に
開
園
春
宮
町
略
産
の

高
い
日
本
の
現
状
を
よ
く
知
っ
て
い

吾
妻
加
者
の
方
市
因
っ
た
園
。
シ

ュ
ラ
イ
パ
ー
さ
ん
mu
ベ
ル
ギ
ー
で

は
、
条
約
に
基
づ
芋
'
ベ
f

ゐ
タ
イ

プ
の
開
曹
に
反
対
す
る
法
が
で
き
て

お
り
、
未
成
年
寄
に
宮
内
容
手
話
銅
し

た
者
市
厳
し
い
闘
が
轟
合
た
ケ
l
ス

も
出
て
い
る
。
日
本
の
現
状
は
珂
騨

し
が
た
い
ト
全
品
ι
っ
九

え、

動
脈
硬
化
な
ど
成
人
柄
が
急
増
に
も
れ
和
初
、
抽
て
が
た
い
研
究
が

し
て
い
る
。
己
れ
は
食
事
が
由
来
型
多
量
ん
あ
何
重
し
た
」
と
廻
肝
を

に
な
っ
た
た
め
で
一
あ
る一
。
植
物
性
タ
行
っ
h

札。

ン
パ
ク
置
の
豆
腐
は
、
基
の
子
書
こ
さ
ん
(
酋
置
セ
ゾ
ン
グ
ル

ズ
に
語
っ
た
研
究
で
あ
り
、
梢
園
者
!
↓
氏
聾
)
は
「
寄
什
芭
れ
「
蛸
文

聞
か
ち
且
訴
的
な
提
案
券
評
比
百
に
向
の
一作
ろ
れ
る
過
程
で
は
、
内
助
の
功

争扇両亙診
け
て
行
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
(
売
の
〉
や
男
性
の
宜
人
の
壌
が
み

h

凡
。
，
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
ホ
ル
ダ
ー
μ

え
な
い
わ
り
で
は
な
い
。
，
A
J
い
う

は
、
器
商
の
申
か
ら
出
て
果
た
要
求
意
味
で
も
、
こ
の
置
は
現
代
套
守
し

を
置
に
改
易
茄
王
で
賦
作
品
ま
だ
す
慢
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
で

で
作
時
己
れ
時
十
五
年
間
の
輿
帽

し
よ
う
」
「
男
性
に
も
応
警

S
T

の
開
閉
と
い
え
ま
す
。
ヂ
め
他
、
理
酷
し
い
」
と
述
べ
%

恥teJ憎ま抑制lChristum

You蜘 E，"hon2f?
11 '1際キリス ト融 I'Íi l~ f.é換

1合判司与附'f

A 胴

物l{eOfT to the明brJd

〆ーな凶界一r

ー:Z4
令.tlr'

、もJa
， 

E&Eの東芝

上
陸

三住所豊 〈右)から置を受ける犬埠拍子さん

しっかりと

化粧品をお!il!l、になる時は、説明書とし、っしょに

注意表示もぜひお読みくださL、
化粧品は肌に直接つけるものですか句、 資 生堂

では安 令性に細心の注意をはらってつくってt、ます与

しかし、t<のお客さまの中には、肌 の性質やその

iXのような注意表示を記してあります@

箱、説明書.バンフレットな/::'1二、 L、ろいろな形で

' 0・や1>れ加 温しんーか云瓦っただれ色寝A~'"ど回復
状がめる働包にはお使いにu・:，I'.'¥，'で〈どさ札、
。化佳品がお肌に合わおいと..:‘ご使用をおや的<，;~い.

<j)償問中、'恨み.:れかゆみしげ磨町ど田異常があらわ i
れた..合 ! 
@パ実用した釘肌に価値射目先があたって..t:.llcnJ:.1 1.'興需が1
あらわれた喝合
。ぞのまま化艦品岨田使用そ悼け.すと症状唱を想化さぜるこ
とがあります町で慮、、判事門医.*'::1:'賞金堂化縫品目発
...必近〈町資生盆，副賞者帽蹄窓口に主相陣〈ださい一

⑮資生堂|広報室|

Hの状態によって、時には肌 に合わないこともあ

ります。そのような時 のために、資生堂ては、容器、

小さし、けれどi
く注意表示〉を記してあります

L A N 0 

DAIkyo 
様式委託文京

ランド事業本部

明"・・耳..・・・λ・・掴12，11108e 

"しい釘問い合わtt ・"の踊司.~

03(478)3333 

新しい時代の不動産構想実現システム(ランド}。
昨年1日月以来、置々 と事曜が具体化しています.

新 L.、時代に向日て、も 'i企l!に，~められているもの. そのひtつに

不動産戦略があります.世車の屯地告社機情の車約・続骨

さらには効率化の追，~なι不動産~経営資源éLて高度に.有効

lこ活閉してゆ(.そんな職略的構想が重要"意味をもってt、るのです.

〈ランド)1ふこのような世阜のニーズに7'1ベロ;t..t-I:.しての，kff.

の総合力を駆使した軒しい本軍提案t多彩な開尭メユユーでお応

えする、ャわば構想文羽システムです.いま首榔圏分中心t:輔々t事

聾が具体化。企業はもtより地掛からら大きな間待合吐ぜられていi't.

企車力、ら個人.規慢の大小など書樟なニーズを害事立ノウハウで.
大曹には確力、な実蹟がありま1'.

220棟にのぼるマンション共同司慎重主舗をはじ臥高機能インテリジェ

ントピル、近妨型流通l叫地. ー草地での商軍施晶、事務処理七ノ

タてさらにスポーツ・レ :J~ヤ一事車三て:総合生活庵主~めずすk京

i率、金量t個人の不動庵ニース1二確かな主酬でお応u、たしまt



(4 ) 〈火曜日 〉1988年 12月 20日

出

クリスマス、正月。冬休みは、自己ろ忙しい子どもたちも、楽し

く少しホッとできる時期でしょう。乙んなときにとそ、本を楽しみ、

想像の世界で遊んでもろいたいものです。冬休みを前に、 !用童話

安斎 f、来斤 R靭国

凶
山
明
、
品

ω

誠
一
蒜

カ

~ 

ρ 

(第 3種劃 更物認可}

暮
れ
も
お
し
せ
ま
り
、
仕
事
も
生
活
も
、
乙

と
し
一
年
の
H
総
決
算
H

で
、
あ
わ
た
だ
し
い

毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
の
口
腔
内
の
、
と
と
し

の
そ
総
決
算
H

は
で
き
て
い
ま
す
か
?

む
し
歯
や
歯
周
疾
患
の
元
凶
と
も
言
わ
れ
る

プ
ラ
l
ク
(
歯
垢
)
に
つ
い
て
は
、
大
分
、
多

く
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
加
え
、
乙
と
し
は
、
グ
タ
l
タ
H

と
い
う

と
と
ば
が
、
定
着
し
始
め
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
、
タ
l
タ
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る

と
ー
ー
ー
。

タ
1
タ
と
は
、
歯
石
の
と
と
で
す
。
歯
の
表

面
に
付
く
、
硬
い
石
の
よ
う
な
歯
石
は
、
歯
と

歯
の
聞
や
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
固
な
ど
の
、
特

に
汚
れ
の
つ
き
や
す
い
と
乙
ろ
に
付
き
、
歯
ぐ

き
に
大
変
、
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

歯
石
は
、
リ
ン
殴
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い
う
、
水

に
溶
け
な
い
成
分
で
す
。
唾
液
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
な
ど
の
無
機
質

が
、
歯
の
一
表
面
に
付
い
て
い
る
細
菌
群
(
歯
垢
)

に
取
り
と
ま
れ
て
、
歯
石
に
な
る
と
言
わ
れ
て

何よりも大切なのは日頃からのブラッシング

歯垢のうちに除去しよ う

第 884号

か
さ
、ど
ろ
ぼ
う

を
追
い
か
け
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
か
ら
湾
車
に
乗
り
、
フ
ェ
リ
ー
に

乗
り
、
見
知
ろ
ぬ
世
界
へ
と
び
こ
ん

で
戸
夕
、
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
手
が
か

り
を
頼
り
に
か
さ
ど
ろ
ぽ
尋
逼
い

4

つ
め
て
ゆ
く
、

一
一
人
の
少
女
の
勇
気

と
行
動
に
、
家
筋
か
さ
れ
る
。

か
ま
き
り
と
月

南
ア
フ
リ
カ
の
八
つ
の
お
話

了

グ
リ
l
卜
・

ヤ
ラ
ン
ド
作

リ
ー
・
ヴ
ォ
イ
ト
絵

さ
く
ま

ψ
#こ
駅

小
学
校
中
級
か
ら

定
価
1
1
0
0円

福
音
館
.
庖
刊

南
部
ア
フ
リ
カ
に
昔
か
ら
住
ん
で

い
た
、
サ
ン
(
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
と

と
)
や
コ
l
サ
の
人
び
と
の
世
界
観

や
も
の
の
見
方
房
王
り
ど
こ
ろ
に
密

か
れ
た
作
品
。

月
を
つ
か
ま
え
よ
う
と
し
た
カ
マ

キ
リ
の
話
。
ダ
ム
建
設
の
た
め
住
み

家
を
追
わ
れ
る
カ
ワ
ウ
ソ
の
話
。
日

照
り
の
中
で
必
死
に
生
活
を
守
ろ
う

と
す
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
た
ち
の
祈
り
、

な
ど
八
つ
の
話
が
入
っ
て
い
る
。

そ
の
い
ず
れ
も
が
南
ア
フ
リ
カ
に

住
む
動
物
た
ち
の
生
の
い
と
な
み
、

版の各社から、各社推せんの一冊を選んでもらいました。

E
-
ヱ
ス
テ
ス
・

作

谷
口
由
美
子
・・
町駅

田
中
綱
子
・
絵

小
学
中
級
以
上

定
価
Q
耳
目
円

あ
か
ね
書
房

「
あ
あ
あ
っ

f
あ
た
し
の
か
さ
f

お
と
う
さ
ん
の
か
さ
/
」
キ
ム
は
必

死
で
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
た
。
修
理

の
部
屋
に
い
た
パ

1
ク
ス
先
生
が
び

っ
く
り
し
て
、
キ
ム
の
そ
ば
へ
か
け

よ
っ
た
。
「
キ
ム
、
ど
う
し
た
の
?

何
か
あ
っ
た
の
?
」
な
み
だ
が
ど
っ

と
乙
み
あ
げ
て
き
て
、
雨
の
よ
う
に

キ
ム
の
ほ
お
接
続
れ
た
。

「
あ
た
し
の
か
さ

f
」
「
お
と
う

さ
ん
の
大
き
な
黒
い
か
さ
f

な
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た

y」

|
|
こ
う
し
て
、
世
界
で
た
っ
た

一
本
し
か
な
い
大
切
な
か
さ
が
、
突

然
図
書
館
か
ら
消
え
た
の
だ
。
か
さ

を
ぬ
す
ん
だ
犯
人
は
い
っ
た
い
だ
れ

な
の
か
?
少
女
キ
ム
は
、
親
友
メ

イ
と
と
も
に
か
さ
ど
ろ
ぼ
う
を
追
い

か
け
る
。

〈1i薄手

冒
険
、
夢
そ
し
て
祈
り
が
、
き
び
し
め
ら
れ
た
と
ろ
か
ら
・
く
こ
と
が
好

く
畳
か
な
自
然
の
中
で
展
開
さ
れ
て
き
に
な
っ
た
と
と
。
友
人
に
借
り
て

お
り
、
話
の
底
を
流
れ
る
サ
ン
や
コ
大
好
き
に
な
っ
た
山
本
一
清
箸
の

l
サ
の
人
た
ち
の
、
お
お
ち
か
で
雄
「
子
供
の
天
文
学
」
を
一
冊
全
部
写

大
な
世
界
観
は
、
腕
む
者
の
心
に
自
し
て
レ
涼
っ
た
と
と
。

然
へ
の
い
つ
く
し
み
と
喜
円
券
}
わ
き
そ
し
て
、
少
年
の
日
の
淡
い
初
恋

た

た

せ

て

く

れ

る

。

と

挫

折

1
1
0
年
上
の
女
性
へ
の
ひ

著
者
は
一
九
五

O
竺
南
ア
生
れ
。

ぞ
か
な
あ
と
が
れ
。

と
の
本
は
彼
女
の
ニ
作
目
で
、
一
九
父
の
死
l
。

七
九
年
度
の
パ
l
シ
1
・
フ
ィ
ッ
ツ
そ
ん
な
日
々
の
鮮
烈
な
思
い
出
が

パ
ト
リ
ッ
ク
賞
(
英
語
で
・
か
れ
た
清
潔
な
筆
で
描
か
れ
て
い
る
。
自
伝

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
霞
優
秀
宛
章
作
品
。

歯
菌
に
与
え
ら
れ
る
賞
)
を
受
一
け
た
。

ほ

ほ

笑

み

へ

お
か
あ
さ
ん
の
か
け
の
ぼ
れ

日

記

帳

容

健

次
郎・

作

清
水
達
也

・

作

坪

谷

令

子

・
絵

福

田

岩

緒

・

絵

定

価

日

耳

目

円

小

学

校

上

級

以

上

理

論
社

定
価
8
8
0円

あ
る
日
突
然
、
島
の
回
舎
に
引
越

ポ
プ
ラ
社

す
と
い
い
だ
し
た
と
う
ち
ゃ
ん
に
、

子
ど
も
の
乙
ろ
見
た
、
母
の
日
記
ね
え
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
は
大
反
対
だ
っ

の
一
行
|
|
。
そ
こ
か
ら
惣
い
を
お
た
。
ね
え
ち
ゃ
ん
は
い
ま
だ
に
、
家

乙
レ
、
少
年
の
日
々
の
思
い
出
を
リ
を
出
て
友
だ
ち
の
家
に
い
る
け
れ
ど

リ
ッ
ク
に
つ
づ
る
。

ぼ
く
は
島
で
の
生
活
が
け
つ
こ
う
楽

友
だ
ち
と
つ
い
遠
く
へ
行
っ
て
し
し
く
な
っ
て
い
る
。
ー
!
タ
カ
ユ
キ

ま
い
、
階
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
不
安

一
家
の
島
で
の
生
活
が
錆
く
連
作
島

と
お
ぞ
れ
の
臼
々
1
10

物
語
の
第
四
作
が
出
て
、

一
応
の
完

母
に
・
い
て
も
ら
っ
た
作
文
を
ほ
結
と
な
っ
た
H

(

①
は
だ
し
で
走
れ

掠

鳩

十
選

後
必
ん
聴
器
柿
脂

す:人
ば潤
らは

リ
ン
グ

(歯
石
墜
さ
で
取
り
除
く
の
で
す
。

歯
磨
膿
漏
を
予
防
す
る
に
は
、
年
に
、
一
i
二

回
は
、
定
期
検
診
と
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
を
受
り
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

新年は健康な歯で

い
ま
す
。
歯
石
は
、
誰
に
で
も
決
ま
っ
た
年
齢
に
な
っ

た
ら
出
来
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
体
は
、
十
歳
代
の
初
期
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、

一
一
一
歳
以
下
の
幼
児
の
乳
歯
の
前
歯
の
裏
側
に
、

街
石
の
よ
う
な
沈
着
物
が
付
い
て
い
る
と
と

も
、
あ
る
そ
う
で
す
。
で
も
、
成
人
は
、
九
O
タ

以
上
に
歯
石
沈
着
が
見
ら
れ
ま
す
。

歯
石
は
、
早
い
人
で
一

i
二
日
で
で
き
始
め
、

一
i
一
一
週
間
で
自
に
見
え
る
位
、
硬
い
歯
石
に

な
り
ま
す
。
完
全
に
石
炭
化
し
た
歯
石
は
、
水

晶
く
ら
い
の
硬
さ
で
す
。

歯
石
の
表
面
の
細
菌
が
分
泌
す
る
寝
素
ゃ
、

歯
石
の
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
刺
獄
は
、
歯
ぐ
き
を
痛

め
、
悪
化
す
る
と
、
歯
周
疾
患
の
康
一
因
に
ー
ー
。

特
に
、
唾
液
腺
の
あ
る
、
下
品
闘
の
裏
側
、
上
の

奥
歯
の
外
側
な
ど
に
つ
き
ゃ
す
く
、
歯
石
の
ザ

ラ
ザ
ラ
に
、
ま
た
ブ
ラ
l
ク
が
付
く
と
い
う
悪

循
環
の
繰
り
返
し
。
結
局
、
歯
ぐ
き
が
刺
激
し

炎
症
を
起
と
す
の
で
す
。

は
っ
き
り
言
っ
て
、
歯
石
が
つ
い
た
ら
、
自

分
で
は
取
れ
ま
せ
ん
。
歯
科
医
院
で
、
ス
ケ
l

完全に石灰化した歯石は水晶の硬さですよ

しい生活始めようおい

そ
し
て
、
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
日
頃
か
ら

の
て
い
ね
い
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。

歯
石
に
な
る
前
の
、
軟
ら
か
い
ブ
ラ
l
ク
の

、

2
つ
に
、
お
と
し
て
し
ま
つ
こ
と
で
す
。
成
人

で
、
歯
を
失
う
原
一
因
の
約
半
数
が
、
歯
槽
膿
漏

と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
何
と
か
、
こ
の
歯
周
疾

患
を
食
い
止
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
そ
の
原
因
と
な
る
歯
と
歯
ぐ
き
の
聞

の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
、
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

歯
は
個
人
差
が
あ
る
の
で
、
そ
の
人
に
合
っ
た

磨
き
方
を
、
歯
科
医
院
で
習
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
ア
メ
リ
カ
で
、
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
、
歯
石
の
沈
着
を
お
さ

→ (歯の表面lこつく石灰化した硬い沈着物です。)

-歯石の表面は凸凹して

いるので歯垢ガつきや
すくなります。

・歯の表面!とコプ状につ

いているので歯グキを

セメント貫刺涼し、炎症をおこす
原因になります。

歯后

え
る
た
め
の
歯
磨
剤
が
、
日
本
で
も
製
造
、
発

売
さ
れ
ま
し
た
。
と
う
し
た
も
の
を
億
つ
こ
と

も
、
歯
石
予
防
、
ひ
い
て
は
、
歯
欄
閣
膿
漏
の
予

防
の
一
つ
の
手
だ
て
に
な
る
で
し
ょ
う
。

歯
石
の
歯
ぐ
き
へ
の
H

侵
略
H

は
、
痛
み
を

伴
わ
な
い
の
で
、
つ
い
見
す
ご
し
が
ち
で
す
。

一
年
の
し
め
く
く
り
、
手
お
く
れ
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
あ
な
た
の
口
の
H

総
決
算
H

も

忘
れ
ず
に
。
そ
し
て
、
新
し
い
年
、
健
康
な
歯
で
、

お
い
し
い
生
活
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

椋

鳩

十
著

依

光

隆
絵

小
学
校
中
級
か
ら

定
価
7
8
0円

借
成
社
刊

女
た
ち
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

縁
口
レ
グ
ラ
ン
ド
淑
主

著
者
は
、
一
九
六
六
年
か
ら
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
に
在
住
し
て
い
る
。
一

九
七

0
年
代
の
終
り
か
ら
八
一
年
春

ま
で
、
一
豆
半
ほ
ど
夫
と
と
も
に
神

戸
に
住
み
、
日
本
に
い
ま
だ
に
残
る

古
い
女
性
へ
の
臼
(
女
性
自
身
の
意

識
も
含
め
て
)
に
驚
き
、
改
め
て
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性
の
あ
り
方
を
見

直
し
、
書
い
た
本
で
あ
る
。

職
業
馴
解
所
の
事
務
員
措
置
成
コ
ー

ス
に
通
い
、
福
祉
局
の
受
付
に
雇
わ

れ
た
体
験
か
ら
始
ま
り
、
H
勤
め
先
H

か
ら
見
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
、

女
た
ち
の
生
き
方
、
家
族
の
変
ぼ
う

等
が
具
体
的
に
語
ら
れ
て
い
る
の

で
、
大
変
わ
か
り
や
す
い
。

も
っ
と
も
女
性
の
解
放
が
進
ん
で

い
る
国
と
い
わ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

も
百
年
前
ま
で
は
、
女
は
劣
性
と
見

な
さ
れ
、
成
人
権
も
な
か
っ
た
。
参

政
権
を
得
た
の
は
一
九
一
九
年
だ
。

一
九
六
0
年
代
の
終
わ
り
に
第
二
次

女
性
解
放
運
動
が
お
こ
っ
た
。
そ
し

て
い
ま
、
仕
事
を
持
た
な
い
女
性
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
男
性
の
家
事

・
育
児
参
加
堕
当
り
前
の
こ
と
と
な

っ
た
。
世
界
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
「
平

等
大
臣
」
や
「
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

の
い
る
国
で
も
あ
る
。

乙
の
本
は
、
そ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
女
性
へ
の
不

平
等
、
女
性
の
中
に
も
残
る
古
い
意

識
に
つ
い
て
も
・
い
て
い
る
が
、
そ

ん
な
ケ
1
ス
で
あ
っ
て
も
ス
ワ
ェ

1

デ
ン
の
女
性
の
生
き
方
は
日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い

る。
著
者
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉

制
度
の
発
達
、
社
会
制
度
の
よ
さ
が

と
う
し
た
女
性
の
生
き
方
を
つ
く
っ

た
乙
と
券
強
調
す
る
。
女
性
解
飲
は

福
祉
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
得
た
と
い

う
乙
と
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
い
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
日
本
の
女
性

きみも・・・」

数
多
く
の
件
ロ
聞
を
適
し
て
H

い
の

ち
H

の
尊
さ
、
い
と
お
し
さ
を
奪
え

た
著
者
な
ら
で
は
の
珠
玉
の
作
品
で

あ
り
、
遺
作
と
な
っ
た
。

小
さ
な
ぼ
く
の

友
だ
ち阿
郁
手
υこ
・
作

岩
淵
慶
造・

園

小
学
校
高
学
年
宝

定
価
9
R
6円

金
の
思
荘
刊

コ
ウ
タ
は
、
み
ど
り
に
閤
ま
れ
た

団
地
に
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り

だ
。
と
と
で
コ
ウ
タ
は
、
赤
い
ズ
ボ

ン
を
は
い
た
男
の
子
リ
ョ
ウ
君
を
知

る
。
リ
ョ
ウ
君
は
障
害
を
持
っ
て
生

ま
れ
、
知
恵
も
遅
れ
て
い
る
の
で
、

仲
よ
し
に
な
ろ
う
と
し
て
も
、
な
か

な
か
近
づ
い
て
く
れ
な
い
。
だ
が
、

父
の
助
言
手
ラ
け
て
、
コ
ウ
タ
は
、

リ
ョ
ウ
君
と
本
気
で
つ
き
合
お
う
、

警
ち
に
な
る

Z決
、
宇
る
。

折
し
も
、
こ
の
団
地
の
近
く
に
障

審
者
の
施
般
「
と
も
し
び
村
」
が
で

き
る
話
が
持
主
d
め
が
る
。
し
か
し
、

反
対
す
る
人
々
の
声
が
広
が
り
施
設

の
建
綬
は
不
可
能
と
な
る
。
そ
れ
で

も
、
リ
ョ
ウ
君
と
の
交
流
を
通
じ
て

成
長
し
た
コ
ウ
タ
の
心
に
、
ま
た
何

人
か
の
人
び
と
の
心
に
と
も
っ
た
愛

の
と
も
し
び
は
消
え
る
と
と
が
な
か

っ
た
。相
手
の
す
蕩
に
立
っ
て
物
事
を
考

え
る
心
、
園
出
離
な
問
題
に
ぶ
つ
か
っ

て
も
、
く
じ
け
ず
に
取
り
組
む
心
を

縛
成
巧
み
に
錨
き
出
し
て
い
る
。

あ
か
ち
ゃ
ん
の

カ
タ
ロ
グ

J
&
A
・
ア
ル
パ
l
グ
さ
く
・
え

平
供
か
ら
大
人
ま
で

定
価
1
20
0円

グ
一フ
ン
ま
ヰ
荘

イ
ギ
リ
ス
人
の
夫
妻
(
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
と
ア
ラ
ン
)
が
、
自
分
の
赤
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
作
っ
た
絵
本
。
赤
ち
ゃ

ん
が
ス
ー
パ
ー
、
阜
、
通
信
販
売
な

ど
の
カ
タ
ロ
グ
ゃ
く
ら
し
に
興
味
を

示
し
た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
ち

も
肝
に
銘
じ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
著
者
は
い
ま
大
学
院
に
通
っ
て

い
る
(
も
う
じ
き
五
十
歳
の
学
生

だ
)
。
院
昨
結
料
を
も
ら
い
、
毎
月

の
生
活
に
は
充
分
で
、
配
偶
者
の
収

入
に
頼
る
乙
と
な
く
論
文
が
・
け
る

と
い
う

3
2り
や
ま
し
い
話
だ
。
(
動

車
書
房
千
七
百
円
)

写
真
報
告

関
東
大
震
災

朝
鮮
人
虐
殺恵
問

者

関
東
大
震
災
の
と
き
、
六
平
人
と

も
一
万
人
と
も
い
わ
れ
る
朝
鮮
人
虐

殺
が
お
と
っ
た
と
と
は
、
い
ま
だ
に

充
分
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
O

N

不
違
鮮
人
が
井
芦
へ
投
毒
、

放
火
を
し
て
い
る
H

と
い
う
流
言
に

よ
っ
て
お
と
っ
た
虐
殺
だ
が
、
デ
マ

が
響
察
、
軍
隊
に
よ
っ
て
一
流
さ
れ
、

ま
た
、
実
に
た
や
す
く
民
衆
が
デ
マ

を
信
じ
て
し
ま
っ
た
と
と
に
問
題
が

あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
朝
鮮
人
べ
つ

視
の
思
想
が
積
え
つ
け
ろ
れ
て
い
た

れ
た
。
朝
か
ら
夜
ま
で
、

一
日
の
時

間
の
流
れ
の
中
で
、
両
親
や
兄
姉
、

ま
た
友
達
や
ベ
ッ
ト
な
ど
と
の
か
か

わ
り
を
適
し
て
、
暖
か
い
家
庭
の
日

常
生
活
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
両

親
の
H

性
別
役
劃
分
担
H

に
と
ら
わ

れ
な
い
協
力
ぶ
り
は
ほ
ほ
え
ま
し

く
、
日
本
人
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

発
見
が
あ
ろ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
の
い
た
ず
ら
の
数
々
の

シ
l
ン
は
秀
喝

赤
ち
ゃ
ん
自
身
が
挟
ん
で
も
、
子

ど
も
、
親
が
続
ん
で
も
楽
し
く
、
家

族
会
部
で
遊
べ
る
絵
本
。

山
へ
こ
ぞ
っ
が
①

一
本
足
の
山
の

女
神
早
船
ち
ょ
・作

巷
斉

庁
ん
・
え

小
学
校
低
学
年
内ぜり

定
価
1
?
目

6
円

け
や
去
這
書
房

早
船
ち
ょ
幼
年
童
話
シ
リ
ー
ズ
の

七
冊
目
。
②
『
し
あ
わ
せ
あ
立
志
す
』

③
『
サ
ギ
の
潟
村
の
社
長
さ
ん
』
の

三
巻
物
の
一
巻
目
。

山
か
ち
乙
ぞ
う
じ
ゃ
な
い
・
・
・・
・・黒

ぎ
る
ト
ン
ボ
メ
ガ
ネ
の
ト
シ
オ
く
ん

が
、
皇
の
小
学
校
へ
転
校
レ
て
き
た
。

ト
シ
オ
く
ん
の
も
っ
て
い
る
魔
法
の

ふ
く
ろ
か
ち
、
お
い
し
い
カ
キ
の
突

が
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
で
て
く
る
。

ト
シ
オ
く
ん
の
、
ひ
い
お
ば
あ
さ

ん
の
「
お
マ
ツ
ち
ゃ
ぱ
な
し
」
。
且
市

揺
が
、
現
代
に
生
き
て
、
山
村
の
過

そ疎
か
色
村
お
と
し
へ
と
、
大
人
の
一
読

者
ま
で
、
ま
き
こ
ん
で
し
ま
っ
。

①
『
一
本
足
の
凶
の
女
置
だ
け

で
も
よ
い
が
、
同
時
に
発
売
さ
れ
た

②
『
し
あ
わ
せ
あ
げ
ま
す
』
③
『
サ

ギ
の
湯
村
の
社
長
さ
と
を
あ
わ
せ

て
続
む
と
、
い
っ
そ
う
楽
し
い
だ
ろ

う。た
め
、
少
考
え
ざ
る
を
え
な
い
か
ら

だ。
乙
の
写
真
集
は
当
時
を
知
る
人
の

貴
重
な
証
言
を
あ
つ
め
、
荒
川
、
習

志
野
の
発
鼠
の
様
子
を
写
真
で
追
い

な
が
ち
、
乙
の
大
量
虐
殺
の
事
実
と
、

な
ぜ
お
こ
っ
た
か
を
鋭
く
告
発
す

る。
作
者
の
裂
昭
氏
は
一
九
五
六
年
生

れ
の
若
い
フ
リ
l
カ
メ
ラ
マ
ン
。
関

東
大
震
災
は
お
ろ
か
戦
争
も
知
ら
な

い
若
い
世
代
が
と
の
事
件
に
こ
だ
わ

り
、
資
料
を
調
べ
、
体
験
者
を
た
ず

ね
、
発
掘
の
さ
ま
や
現
代
日
本
の
表

情
だ
け
で
、
車
力
あ
る
写
真
集
を
つ

く
り
あ
げ
た
。
(
影
・
房
ニ
千
円
)

丸
木
位
里
画
文
集

流

々

遍

歴

「
原
爆
の
図
」
の
連
作
で
丸
木
位

里
・
俊
夫
妻
の
名
は
海
外
に
も
知
ち

れ
て
い
る
。
と
の
春
は
米
国
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
か
ら
名
誉
美
術
憎

士
号
を
贈
ら
れ
た
。
贈
呈
式
参
列
に

招
待
さ
れ
、
ボ
ス
ト
ン
滞
在
中
に
ア

暮
れ
か
ら
正
月
に
じ

日
山

zimナン
す芸

品
均
一

¥ 崎f

F刊《

多色 2
F主
包 薬
J菅 う

カ
デ
ミ
1
貨
の
一
発
表
が
あ
り
、
そ
の

記
録
部
門
に
は
夫
婆
の
一
生
き
方
・
考

え
方
・
箔
き
ぶ
り
を
滞
附
し
た
米
人

に
よ
る
記
録
映
画
『
劫
盆
も
ノ
ミ

朱

l
卜
さ
れ
て
い
た
。

さ
て
俊
に
埠
女
絵
か
き
の
挺
韮

(
m
H
年
)
初
め
、
幾
冊
か
の
自
伝
風

箸
.
が
あ
る
が
、
位
里
の
も
の
は
本

・
が
初
め
て
で
あ
る
。
婆
の
俊
の
本

に
は
位
里
が
「
あ
と
が
き
」
を
・
き
、

今
度
は
お
返
し
、
喜
寿
の
俊
が
米
寿

を
迎
え
た
夫
の
本
に
「
あ
と
が
き
」

を
つ
け
て
言
う
。
〈
腕
み
始
め
た
ら
、

と
き
ど
き
笑
っ
た
り
し
て
・
と
う
と

う
続
ん
で
し
ま
っ
た
。
/
ど
乙
か
ろ

見
て
も
憎
め
な
い
人
の
よ
う
に
・
り

て
い
る
。
ほ
ん
と
う
は
そ
う
で
も
な

い
ん
だ
と
尽
つ
の
だ
が
、
う
ま
い
具

合
に
出
来
て
い
る
。
/
と
ぼ
け
て
い

る
と
い
う
ふ
う
で
も
な
い
。
人
生
は
、

い
つ
の
間
に
か
変
転
し
て
、
大
変
な

こ
と
で
も
、
な
ん
で
も
な
か
っ
た
と

と
み
た
い
に
見
え
て
く
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
〉
二
人
と
も
ほ
ん
と
う

に
長
い
間
生
き
て
き
た
も
の
。
皆
さ

ま
の
お
か
げ
で
す
〈
わ
た
し
も
八
十

八
歳
く
ら
い
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う

一
つ
(
自
伝
を
)
・
い
て
み
た
い
も

の
と
、
思
っ
て
い
ま
す
〉
と
。

本
文
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
川
「
生
ま

れ
て
死
ぬ
と
い
う
と
と
を
冒
頭
に
、

位
里
の
幼
児
の
わ
ん
ぱ
く
ぶ
り
か
ら

ほ
ぼ
繍
年
式
に
辿
る
。
「
家
を
飛
び

出
す
」
「
東
京
に
出
る
」
「
歴
程
美

術
の
こ
ろ
」
「
俊
と
の
結
婚
」
「
戦

争
末
塑
ま
で
が
戦
前
戦
中
。
戦
後

篇
に
入
っ
玄
原
爆
を
描
き
残
そ
っ
」

「
メ
ー
デ
ー
事
件
」
「
世
界
行
脚
」
。

現
在
樫
む
「
都
幾
川
擦
と
り
」
ヲ

ラ
ン
ス
巡
回
展
」
「
H
A
毘」

、
李
平

凡
さ
ん
ら
「
ゆ
か
り
の
人
々
」
「
草

の
根
の
原
爆
展
」
、
水
上
勉
・
周
思

総
さ
ん
ら
「
続
ゆ
か
り
の
人
々
」
。

そ
し
て
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
芸
談
「
絵
は

下
手
な
方
が
い
い
」
ま
で
本
文
十
七

章
。
付
録
と
し
て
「
ボ
ス
ト
ン
で
の

ス
ピ
ー
チ
」
「
略
年
譜
」
が
つ
く
。

収
録
図
版
約
六

O
点
。
代
表
作
が
ほ

ぼ
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
で
一
番

群
し
い
年
譜
と
も
ど
も
集
者
・
片
岡

健
氏
の
尽
力
を
物
語
る
。

思
え
ば
水
墨
は
一
発
勝
負
。
位
里

の
生
涯
も
ど
こ
か
自
ら
の
水
墨
に
似

た
気
合
い
が
こ
も
る
。
そ
れ
が
米
寿

つ
く
り
読
も
う

に
し
て
な
お
カ
ク
シ
ャ
ク
た
る
と
の

著
者
の
核
に
潜
む
も
の
な
の
だ
ろ

う
。
H
畏
岡
弘
芳
H
(岩
波
・
庖

二
千
九
百
円
)

見
わ
た
せ
ば

あ
ら

ッ
男
ば
か
り

三
井
マ
リ
子
著

昨
年
、
東
京
都
織
の
補
欠
選
挙
で

立
候
補
、
大
量
得
票
で
当
選
し
東
京

都
墾
語
員
に
な
っ
た
三
井
マ
リ
子

さ
ん
の
都
空
耳
奮
戦
記
。

高
校
の
教
師
か
ら
政
治
家
へ
と
い

う
百
八
十
度
の
H

大
転
職
M
H

を
と
げ

た
=
一
井
さ
ん
が
、
飾
ち
な
い
視
点
で
、

政
治
の
世
界
を
探
索
し
て
い
く
。

『
見
わ
た
せ
ば
|
|
』
の
タ
イ
ト

ル
間
様
、
カ
ラ
ッ
と
明
る
く
ρ
異
文

化
H

の
中
で
、
「
男
女
平
等
」
に
執

鈎
に
こ
だ
わ
り
続
げ
る
三
井
さ
ん

は
、
あ
の
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
た
顔
で
、

い
か
に
、
筋
金
入
り
の
男
社
会
の
中

で
、
女
性
の
問
題
を
闘
う
乙
と
が
苦

し
く
、
辛
抱
の
い
る
乙
と
な
の
か
を

伝
え
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
負
け
る
も

の
か
と
い
う
気
概
を
絶
や
さ
な
い
。

そ
れ
も
、
決
し
て
肩
肘
を
張
っ
て

い
る
よ
う
で
な
い
の
は
、
三
井
マ
リ

子
と
い
う
人
が
、
女
性
|
|
人
間
の

価
値
を
地
球
規
模
で
見
て
い
る
か
ら

な
ん
だ
と
い
う
と
と
が
、
よ
く
わ
か

る。
三
井
さ
ん
が
処
女
演
説
を
し
た

時
、
議
場
は
野
次
が
飛
び
か
っ
た
と

言
う
。
一
年
以
上
た
っ
た
今
も
、
そ

れ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
で
も
、
野

次
が
飛
べ
ば
飛
ぶ
ほ
ど
女
性
の
問
題

が
身
近
に
な
っ
て
い
く
。
三
井
さ
ん

は
、
同
・
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
と
三
省

い
て
い
る
。
『
私
た
ち
の
未
来
が
、

女
と
男
の
グ
共
業
埜
E
H

で
あ
る
な

ろ
、
家
族

・
家
庭
に
関
す
る
政
策

(
私
)
と
、
働
く
場
で
の
平
等
政
策

(
公
)
が
闘
相
し
な
が
ら
進
め
ち
れ

な
け
れ
ば
い
げ
な
い
は
ず
。

進
め
ら
れ
る
人
は
誰
か
?

そ
れ
は
、
「
私
」
と
「
公
」
を
同

調
で
き
る
入
、
し
よ
う
と
す
る
人
、

つ
ま
り
生
活
の
部
分
が
背
負
っ
て
政

策
づ
く
り
を
手
が
け
よ
う
と
す
る
女

性
た
ち
に
ほ
か
な
ろ
な
い
』

第
一
、
政
治
家
ぽ
く
な
い
の
が
い

い
。
こ
う
い
う
政
治
亜
種
の
人
が
い

な
い
と
、
ま
す
ま
す
、
政
治
は
、
市

民
か
ら
遠
の
い
て
い
く
。

(
フ
ォ

1
・ュ
l
発

ぺ

日
本
実
業

出
版
社
発
売
千
二
百
円
)

民
元
h
uわ打川
J

付
、
州
um

ゑ山市
f
りッ
男
ば
か
り

1・
一
一
一
井
マ
リ
子

マ
り
手
先
生
の

録
会
進
留
置
帯
卦
ら
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